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政府では社会の安定と「世界一安全
な国、日本」実現のため、刑務所出所
者などの再犯防止推進と就労確保のた
めの活動を推進している。検挙者に占
める再犯者の割合は５割弱に達してお
り、保護観察中に無職であった場合の
再犯率は有職者の約５倍となっている
とのこと。７月は「再犯防止啓発月間」
でもあり、企業にも再犯防止活動や刑
務所出所者のサポート、雇用への理解
と具体的な取り組み推進への協力を求

められた。
また、グローバル化に伴い、国
境を越えたビジネス紛争解決の手
段として、「国際仲裁」機能が経
済・金融の中心地にとって不可欠
のインフラとなっているにもかか
わらず、日本が手掛ける国際仲裁は年
間20件程度と、年間300件以上を手掛
けているシンガポールに大きく後れを
取っていること、司法手続きのIT化
の面でも韓国などに遅れている現状の

ご説明と、国際仲裁に対する意識啓発
への協力依頼をいただいた。
加えて、新たな外国人材の受け入れ
と総合的対応策についてご説明をいた
だいた。

山下法務大臣が小林代表幹事を来訪

３月18日、山下貴司法務大臣が小林喜光代表幹事を来訪。
法務省のさまざまな取り組みについて説明し、協力要請を
された。

「再犯防止」ポスターを掲げる山下大臣（左）と小林代表幹事


